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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行方向に延伸するゲート信号線と、列方向に延伸する表示信号線と、前記ゲート信号線
と前記表示信号線の交差に対応し、複数の色のそれぞれに対応した複数の画素とを備え、
　前記複数の画素のそれぞれは、画素電極と、前記画素電極上に絶縁膜を介して配置され
た共通電極と、を備え、
　前記共通電極は、スリットを有し、
　前記画素のうち視感度が最も低い色に対応した画素は、隣接する画素と連結されたスリ
ットを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶装置であって、
　前記連結されたスリットは、前記行方向または前記列方向のいずれか一方向に並んだ複
数色に対応した複数の画素に配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置であって、
　１絵素が前記一方向に並んだ複数色に対応した複数の画素で構成され、
　前記１絵素を構成する前記複数の画素のうちで視感度が最も低い色に対応する画素が、
前記絵素の両端を除く位置に配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置であって、
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　前記１絵素を構成する前記複数の画素のうちで視感度が最も高い色および２番目に高い
色に対応する画素が、前記１絵素の両端に配置されていることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項５】
　請求項１に記載の液晶装置であって、
　前記連結されたスリットは、前記行方向並んだ複数色に対応した複数の画素に配置され
、
　１絵素が前記行方向および前記列方向に並んだ複数色に対応した複数の画素とで構成さ
れ、
　互いに隣接する行に配置される前記画素は、前記行方向に画素幅の半分づつずれて配置
されていることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の液晶装置であって、
　前記１絵素は、３個の画素で構成され、
　前記１絵素を構成する画素のうち２個の画素は前記隣接する行の一方に配置され、前記
１絵素を構成する画素のうち前記２個の画素と異なる１個の画素は前記隣接する行の他方
に配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項２または請求項５に記載の液晶装置であって、
　隣接する前記絵素の境界において、前記隣接する一方の絵素の画素は、前記隣接する他
方の絵素の画素と連結されたスリットを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の液晶表示装置であって、
　前記視感度が最も低い色は青色であることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係る。
【背景技術】
【０００２】
　ＦＦＳ（Fringe　Field　Switching）方式の液晶表示装置では、液晶の配向を制御する
画素電極と共通電極との両方が素子基板に設けられており、この２つの電極は絶縁膜を介
して積層されている。当該電極のうちで上部の電極すなわち液晶層側の電極にはスリット
が設けられている。スリットの長辺方向とほぼ平行にラビング処理がなされ、上記電極間
の電位がオフ電位の場合、液晶分子は、スリットの長辺方向とほぼ平行に配向する。オフ
電圧よりも大きい電圧を上記電極間に印加した場合、スリットの長辺に対して垂直な方向
に電界（横電界）が発生し、液晶分子は電界方向に沿うように基板に平行な面内で回転す
る（横回転する）。液晶分子の回転角を制御することによって、透過光量が制御される。
【０００３】
　図８に従来のＦＦＳ方式の液晶表示装置を説明する平面図を示す。図８には１画素２０
Ｚについて下部電極１２６Ｚおよび上部電極１３０Ｚを図示し、図面を分かりやすくする
ために上部電極１３０Ｚにハッチングを施している。２つの電極１２６Ｚ，１３０Ｚの一
方が画素電極であり、他方が共通電極である。当該液晶表示装置では、上部電極１３０Ｚ
のスリットＳＺは画素２０Ｚごとに設けられ画素２０Ｚ内に納まっている。なお、図８の
例では、スリットＳＺの長辺方向に対して例えば約５°傾いた方向にラビング方向ＡＺが
設定されている。
【０００４】
　なお、ＦＦＳ方式の液晶表示装置は例えば特許文献１に記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２９６６１１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　２つの電極１２６Ｚ，１３０Ｚ間にオフ電圧よりも大きい電圧が印加されると、当該電
極１２６Ｚ，１３０Ｚ間にスリットＳＺを介した電界が発生する。この電界は平面視上、
スリットＳＺの辺（より詳しくは輪郭の接線）に垂直に生じるので、スリットＳＺの長辺
部と短辺部とでは電界の方向が異なる。このため、液晶分子はスリットＳＺの中央部ＳＣ
Ｚと端部ＳＥＺとで異なる方向に横回転する。回転方向が場所によって異なる現象はディ
スクリネーションと呼ばれる。なお、ディスクリネーションは、スリット端部ＳＥＺが図
８のように角形である場合だけでなく、丸まった形状である場合においても発生しうる。
【０００７】
　回転方向が異なる領域の境界付近（図８中の破線円部を参照）では液晶分子が所望でな
い方向に回転しまたは液晶分子が回転できないために周囲に比べて透過率が低下する。透
過率の低下によって上記境界線が観察される場合があり、この線はディスクリネーション
・ラインと呼ばれる。
【０００８】
　ディスクリネーションによる透過率低下は、液晶表示装置の光学的特性、例えば画素の
透過率を低下させるという問題がある。
【０００９】
　本発明の目的は、ディスクリネーションの影響を低減して良好な光学的特性が得られる
液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置は、行方向に延伸するゲート信号線と、列方向に延伸する表
示信号線と、前記ゲート信号線と前記表示信号線の交差に対応し、複数の色のそれぞれに
対応した複数の画素を備え、前記複数の画素のそれぞれは、画素電極と、前記画素電極上
に絶縁膜を介して配置された共通電極と、を備え、前記共通電極は、スリットを有し、前
記画素のうち視感度が最も低い色に対応した画素は、隣接する画素と連結されたスリット
を有することを特徴とする。
【００１１】
　また、前記連結されたスリットは、前記行方向または前記列方向のいずれか一方向に並
んだ複数色に対応した複数の画素に配置されていることが好ましい。
【００１２】
　また、１絵素が前記一方向に並んだ複数色に対応した複数の画素で構成され、前記１絵
素を構成する前記複数の画素のうちで視感度が最も低い色に対応する画素が、前記絵素の
両端を除く位置に配置されていることが好ましい。また、前記１絵素を構成する前記複数
の画素のうちで視感度が最も高い色および２番目に高い色に対応する画素が、前記１絵素
の両端に配置されていることが好ましい。また、１絵素が一方向に並んだ複数色に対応し
た画素で構成される液晶表示装置であって、前記複数の画素のそれぞれに対応した画素電
極と、前記複数の画素電極と液晶層との間に位置し絶縁膜を介して前記複数の画素電極に
対向する共通電極と、を備え、前記共通電極は前記複数の画素に連結されたスリットを有
し、前記１絵素を構成する前記複数の画素のうちで視感度が最も低い色に対応する画素が
、前記複数の画素の配列中で両端を除く位置に配置されていることが好ましい。
【００１３】
　また、前記連結されたスリットは、前記行方向並んだ複数色に対応した複数の画素に配
置され、１絵素が前記行方向および前記列方向に並んだ複数色に対応した複数の画素とで
構成され、互いに隣接する行に配置される前記画素は、前記行方向に画素幅の半分づつず
れて配置されていることが好ましい。また、前記１絵素は、３個の画素で構成され、前記
１絵素を構成する画素のうち２個の画素は前記隣接する行の一方に配置され、前記１絵素
を構成する画素のうち前記２個の画素と異なる１個の画素は前記隣接する行の他方に配置
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されていることが好ましい。
【００１４】
　また、隣接する前記絵素の境界において、前記隣接する一方の絵素の画素は、前記隣接
する他方の絵素の画素と連結されたスリットを有することが好ましい。また、前記視感度
が最も低い色は青色であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　上記構成により、各画素に存在する共通電極のスリット端部の個数を減らすことができ
る。また、液晶表示装置が有する複数色のうちで視感度が最も低い色に対応する画素には
、スリット端部を存在させないようにすることが可能である。このため、ディスクリネー
ションの影響を低減することができる。したがって、例えば、透過率の増加、ホワイトバ
ランス（白の色度）の調整、色域の拡大等を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に図面を用いて本発明に係る実施の形態について詳細に説明する。
【００１７】
　図１に実施の形態に係る液晶表示装置１０の画素配列を説明する平面図を示す。なお、
説明を簡単にするため、平面図における横方向および縦方向を、液晶表示装置１０の表示
面における行方向および列方向に対応させることにする。
【００１８】
　液晶表示装置１０では、画素２０がマトリクス配列されている。行方向には、赤色（Ｒ
）、青色（Ｂ）および緑色（Ｇ）を表示する各画素２０が繰り返し並んでいる。なお、図
中の「Ｒ」、「Ｇ」および「Ｂ」はその画素２０の表示色（色相）を表しており、以下の
説明では、例えば赤色に対応する画素２０を「Ｒの画素２０」のように表現する。図１で
は、列方向に同じ色の画素２０が並んでいる場合を例示しており、この場合の画素配列は
ストライプ配列とも呼ばれる。なお、列方向に異なる色の画素２０を配列することも可能
である。
【００１９】
　液晶表示装置１０では、行方向に並んだ３個の画素で１個の絵素３０が構成され、この
ため１個の絵素３０は３色の画素２０で構成されている。なお、図１では各絵素３０を太
い破線で囲んでいる。
【００２０】
　液晶表示装置１０では、１個の絵素３０内において、中央にＢの画素２０が配置され、
両端にＲおよびＧの画素２０が配置されている。図１ではＲの画素２０が左端に位置する
場合を例示しているが、Ｒの画素２０とＧの画素２０との位置を入れ替えてもよい。
【００２１】
　なお、図１には画素２０が２行９列に配列され、絵素３０が２行３列に配列された場合
を例示している。図面では、各画素３０が縦長の四角形をしており各絵素３０が正方形の
場合を例示しているが、画素２０および絵素３０の形状はこれらに限られるものではない
。
【００２２】
　図２に液晶表示装置１０を説明する平面図を示す。図２では、画素２０を破線で囲み、
特に絵素３０を太い破線で囲んで、図示している。図２の一部拡大図を図３に示し、図３
中の４－４線における断面図を図４に示す。なお、図２および図３では図４に図示した要
素の一部を省略している。
【００２３】
　図４に示すように、液晶表示装置１０は、液晶パネル１２と、液晶パネル１２に対して
出射光を照射可能に配置された光源１４とを含んでいる。液晶パネル１２は、第１基板１
００と、第１基板１００に対向する第２基板２００と、基板１００，２００間に配置され
た液晶層３００とを含んでいる。図４では光源１４が第１基板１００に対向する場合を例
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示しているが、例えば光源１４を液晶パネル１２の縁部付近に配置し光源１４からの出射
光を導光板を利用して第１基板１００に照射するように構成してもよい。ここでは液晶表
示装置１０が光源１４を有する透過型または半透過型の場合を例示するが、液晶表示装置
１０は光源１４を有さない反射型であってもよい。
【００２４】
　第１基板１００は、例えばガラス等の透光性基板で構成される支持基板１１０を含んで
いる。第１基板１００は、さらに、支持基板１１０の内表面側すなわち液晶層３００側に
、バッファ層１１２と、能動層ＰＳと、ゲート絶縁膜１１４と、ゲート信号線ＧＬと、共
通電位線ＣＯＭと、層間絶縁膜１１６と、表示信号線ＤＬと、ドレイン電極１１８と、パ
ッド電極１２０と、パッシベーション膜１２２と、平坦化膜１２４と、画素電極１２６と
、絶縁膜１２８と、共通電極１３０と、不図示の配向膜とを含んでいる。
【００２５】
　バッファ層１１２は、支持基板１１０上に配置されており、例えばシリコン酸化膜、シ
リコン窒化膜等で構成されている。能動層ＰＳは、バッファ膜１１２上に配置されており
、画素選択用薄膜トランジスタＴＲの配置領域に設けられている。能動層ＰＳは、例えば
ポリシリコン等で構成されている。ゲート絶縁膜１１４は、能動層ＰＳを覆ってバッファ
膜１１２上に配置されており、例えばシリコン酸化膜、シリコン窒化膜等で構成されてい
る。
【００２６】
　ゲート信号線ＧＬは、ゲート絶縁膜１１４上に能動層ＰＳに対向して配置されている。
ゲート信号線ＧＬは、全体として行方向に延伸し、行方向に並んだ画素２０にわたって設
けられている。ゲート信号線ＧＬにおいて各画素２０の能動層ＰＳに対向する各部分が画
素選択用薄膜トランジスタＴＲのゲート電極を構成する。共通電位線ＣＯＭは、ゲート絶
縁膜１１４上に配置されている。共通電位線ＣＯＭは、全体として行方向に延伸し、行方
向に並んだ画素２０にわたって設けられている。ゲート信号線ＧＬおよび共通電位線ＣＯ
Ｍはそれぞれ例えばクロム、モリブデンを含む金属等で構成されている。
【００２７】
　層間絶縁膜１１６は、ゲート信号線ＧＬおよび共通電位線ＣＯＭを覆ってゲート絶縁膜
１１４上に配置されている。層間絶縁膜１１６およびゲート絶縁膜１１４には、能動層Ｐ
Ｓのソース領域に至るコンタクトホールＣＨ１と、能動層ＰＳのドレイン領域に至るコン
タクトホールＣＨ２とが設けられている。また、層間絶縁膜１１６には、共通電位線ＣＯ
Ｍに至るコンタクトホールＣＨ３が設けられている。
【００２８】
　表示信号線ＤＬは、層間絶縁膜１１６上に配置され、全体として列方向に延伸している
。表示信号線ＤＬは、コンタクトホールＣＨ１を介して能動層ＰＳのソース領域に接続さ
れている。ドレイン電極１１８は、層間絶縁膜１１６上に配置されており、コンタクトホ
ールＣＨ２を介して能動層ＰＳのドレイン領域に接続されている。パッド電極１２０は、
層間絶縁膜１１６上に配置されており、コンタクトホールＣＨ３を介して共通電位線ＣＯ
Ｍに接続されている。表示信号線ＤＬとドレイン電極１１８とパッド電極１２０とはそれ
ぞれ例えばアルミニウム、アルミニウム合金を含む金属等で構成されている。
【００２９】
　パッシベーション膜１２２は、表示信号線ＤＬとドレイン電極１１８とパッド電極１２
０とを覆って層間絶縁膜１１６上に配置されている。平坦化膜１２４は、パッシベーショ
ン膜１２２上に配置されている。平坦化膜１２４およびパッシベーション膜１２２には、
ドレイン電極１１８に至るコンタクトホールＣＨ５と、パッド電極１２０に至るコンタク
トホールＣＨ６とが設けられている。
【００３０】
　画素電極１２６は、平坦化膜１２４上に配置されており、コンタクトホールＣＨ５を介
してドレイン電極１１８に接続されている。画素電極１２６は例えばＩＴＯ（Indium　Ti
n　Oxide）等の透光性導電膜で構成されている。画素電極１２６は、画素２０ごとに設け
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られ、このため画素２０に対応する。画素電極１２６には、表示信号に応じた電位が表示
信号線ＤＬを介して供給される。
【００３１】
　絶縁膜１２８は、画素電極１２６を覆って平坦化膜１２４上に配置されている。絶縁膜
１２８と平坦化膜１２４とパッシベーション膜１２２とには、パッド電極１２０に至るコ
ンタクトホールＣＨ６が設けられている。
【００３２】
　共通電極１３０は、絶縁膜１２８上に配置されており、コンタクトホールＣＨ６を介し
てパッド電極１２０に接続されている。共通電極１３０は、ここでは、全ての画素２０に
わたって設けられている場合を例示する。なお、共通電極１３０における各画素２０内の
各部分をその画素２０の「共通電極」として捉えることも可能であり、この場合、複数の
画素２０のそれぞれが「共通電極」を有していると捉えられる。共通電極１３０は例えば
ＩＴＯ等の透光性導電膜で構成されている。共通電極１３０には複数のスリットＳが平行
に設けられている。なお、図２～図４では図面の煩雑を避けるためスリットＳの本数を違
えて図示し、また、図３ではスリットＳの輪郭を太線で示している。共通電極１３０を覆
って絶縁膜１２８上に不図示の配向膜が配置されている。当該配向膜は、スリットＳの長
辺方向に対して例えば約５°傾いた方向にラビングされている。
【００３３】
　図２に示すように、液晶表示装置１０では、共通電極１３０のスリットＳは、行方向に
並んだ３個の画素２０にわたって設けられている。すなわち、隣接する画素２０でスリッ
トが連結されている。なお、液晶表示装置１０では、スリットＳは、行方向に延びており
、表示信号線ＤＬと略垂直をなしている。スリットＳは上記３個の画素２０の各画素電極
１２６に対向している。スリットＳを共有する当該３個の画素２０は、液晶表示装置１０
では、１個の絵素３０を構成するＲ、ＢおよびＧの画素２０である。このため、液晶表示
装置１０では、各スリットＳは絵素３０内に納まっており、隣接する絵素３０を跨いでは
いない。当該３個の画素２０において、両端のＲおよびＧの画素２０内にはスリットＳの
端部ＳＥ（図３参照）が存在するが、中央のＢの画素２０内にはスリット端部ＳＥが存在
しない。
【００３４】
　第１基板１００は、さらに、支持基板１１０の外表面上に配置された偏光板１０８を含
んでいる。偏光板１０８は光源１４の出射光を直線偏光にする。
【００３５】
　第２基板２００は、例えばガラス等の透光性基板で構成される支持基板２１０を含んで
いる。第２基板２００は、さらに、支持基板２１０の内表面側すなわち液晶層３００側に
、遮光膜２１２と、カラーフィルタ２１４と、不図示の配向膜とを含んでいる。
【００３６】
　遮光膜２１２は、支持基板２１０上に配置され、支持基板２１０の全面に広がっている
とともに画素電極１２６に対向する位置に開口を有している。遮光膜２１２は例えば黒色
顔料を含有した樹脂等で構成されている。カラーフィルタ２１４は、支持基板２１０上に
配置され、遮光膜２１２の開口部に設けられている。カラーフィルタ２１４は、光源１４
からの出射光を着色してその画素２０の表示色を規定する。遮光膜２１２およびカラーフ
ィルタ２１４上に不図示の配向膜が配置されている。当該配向膜は、第１基板１００の配
向膜のラビング方向との関係において所定方向にラビングされている。
【００３７】
　第２基板２００は、さらに、支持基板２１０の外表面上に配置された偏光板２０８を含
んでいる。
【００３８】
　上記のように液晶表示装置１０では、共通電極１３０のスリットＳは行方向に並んだ３
個の画素２０で連結されており、両端のＲおよびＧの画素２０内にはスリット端部ＳＥが
存在するが、中央のＢの画素２０内にはスリット端部ＳＥが存在しない。ここでＲ、Ｂお
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よびＧの視感度には、大略、
　　　Ｒ：Ｂ：Ｇ＝３：１：１０
という比率関係がある。すなわち、Ｇの視感度が最も高く、Ｒの視感度が２番目に高く、
Ｂの視感度が最も低い。
【００３９】
　このため、液晶表示装置１０では、視感度が最も低いＢの画素２０のスリットＳは隣接
する画素２０と連結され、Ｂの画素２０内にはスリット端部ＳＥが存在しない。また、視
感度が最も高いＧの画素２０内および２番目に高いＲの画素２０内にはスリット端部ＳＥ
が存在している。
【００４０】
　従来の液晶表示装置（図８参照）では上部電極１３０ＺのスリットＳＺは画素２０Ｚご
とに設けられている。このため、各画素２０Ｚでは、１本のスリットＳＺについてスリッ
ト端部ＳＥＺが２個存在する。
【００４１】
　これに対して、液晶表示装置１０では、ＲおよびＧの画素２０のそれぞれに存在するス
リット端部ＳＥは１本のスリットＳについて１個であり、Ｂの画素２０にあってはスリッ
ト端部ＳＥが存在しない。このため、液晶表示装置１０の各画素２０の方が、スリット端
部ＳＥでのディスクリネーションによる透過率低下が小さい。すなわち、液晶表示装置１
０の画素２０によれば、従来の画素２０Ｚに比べて透過率、換言すれば輝度を増加させる
ことができる。単色表示時の輝度を比較すると、ＲおよびＧの画素２０はそれぞれ約８％
増加し、Ｂの画素２０は約２０％増加した。また、全色表示時すなわち白表示時で輝度を
比較すると、約９％増加した。
【００４２】
　また、液晶表示装置１０によれば、良好なホワイトバランスを得ることができる。ｘｙ
色度図において例えばＲの画素２０がｘ＝０．６０５、ｙ＝０．３１３、Ｂの画素２０が
ｘ＝０．１６０、ｙ＝０．０６７、Ｇの画素２０がｘ＝０．３１７、ｙ＝０．６１６の場
合、液晶表示装置１０の白（Ｗ）はｘ＝０．３０２、ｙ＝０．３０８であった。これに対
して、従来の画素２０Ｚにおいてｘ，ｙの値を上記と同じにした場合、Ｗはｘ＝０．３０
８、ｙ＝０．３１９であった。また、液晶表示装置１０においてＢの画素２０とＧの画素
２０との位置を入れ替えた場合にはＷはｘ＝０．３０８、ｙ＝０．３３１であり、Ｂの画
素２０とＲの画素２０との位置を入れ替えた場合にはＷはｘ＝０．３１４、ｙ＝０．３１
９であった。
【００４３】
　また、液晶表示装置１０によれば、輝度を確保しつつ色域を拡大することが可能である
。色域を拡大する一つの手法として画素の彩度を高くすることが挙げられる。彩度の調整
はカラーフィルタ２１４（図４参照）の選定によって可能であるが、一般に彩度を高くす
るとカラーフィルタ２１４の透過率は小さくなる。しかし、上記のように液晶表示装置１
０によればＲ、ＢおよびＧのいずれの画素２０についても従来の画素２０Ｚよりも輝度が
増加するので、彩度を高くしても例えば従来の画素２０Ｚと同等レベルの輝度を確保する
ことは可能である。
【００４４】
　特に輝度増加の大きいＢの画素２０について彩度を高くすることによって、ＲおよびＧ
の画素２０の彩度を高くする場合に比べて色域をより広くすることができる。この場合、
ホワイトバランスがＢ寄りにずれる可能性があるが、Ｂの視感度はＲおよびＧに比べて低
いので、実用上、不具合は小さいと考えられる。
【００４５】
　１個の絵素３０を２色または４色以上の画素２０で構成することも可能であり、以下に
４色の画素２０で１個の絵素３０が構成される場合を例示する。
【００４６】
　図５に、１個の絵素３０が４色の画素２０で構成される液晶表示装置１０Ｂを説明する
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平面図を示す。図５では、画素２０を破線で囲み、特に絵素３０を太い破線で囲んで、図
示している。液晶表示装置１０Ｂにおいても、画素２０は表示面全体にマトリクス配列さ
れ、４色の画素２０は行方向に繰り返し並んでいる。
【００４７】
　ここでは、当該４色がＲ、Ｂ、Ｇおよびシアン（Ｃ）の場合を例示する。Ｒ、Ｂ、Ｇお
よびＣの視感度には、大略、
　　　Ｒ：Ｂ：Ｇ：Ｃ＝３：１：１０：５
という比率関係がある。すなわち、Ｇの視感度が最も高く、Ｃの視感度が２番目に高い。
また、Ｂの視感度が最も低く、Ｒの視感度はＢの視感度に次いで２番目に低い。
【００４８】
　液晶表示装置１０Ｂでは、１個の絵素３０内において、両端にＣおよびＧの画素２０が
配置され、両端を除く中央の２カ所にＲおよびＢの画素２０が配置されている。Ｃおよび
Ｇの画素２０の位置は図５の例示とは逆にしてもよい。また、ＲおよびＢの画素２０の位
置は図５の例示とは逆にしてもよい。
【００４９】
　また、上記４色として例えばＲ、Ｂ、Ｇおよび白（Ｗ）を適用することもできる。この
場合、Ｗの画素２０は、カラーフィルタ２１４（図４参照）を設けないことによって、ま
たは、無色の樹脂層等を設けることによって、構成可能である。Ｒ、Ｂ、ＧおよびＷの視
感度には、大略、
　　　Ｒ：Ｂ：Ｇ：Ｗ＝３：１：１０：３０
という比率関係がある。すなわち、Ｗの視感度が最も高く、Ｇの視感度が２番目に高い。
また、Ｂの視感度が最も低く、Ｒの視感度はＢの視感度に次いで２番目に低い。この場合
、１個の絵素３０内において、両端にＷおよびＧの画素２０が配置され、両端を除く中央
の２カ所にＲおよびＢの画素２０が配置される。
【００５０】
　液晶表示装置１０Ｂのその他の構成は例えば上記液晶表示装置１０と同様に構成可能で
ある。
【００５１】
　液晶表示装置１０Ｂによっても液晶表示装置１０と同様の効果を得ることができる。な
お、上記の３色の場合および４色の場合のいずれにおいても、画素２０の色は上記例示に
限定されるものではない。
【００５２】
　図６に、画素２０がデルタ配列された液晶表示装置１０Ｃを説明する平面図を示す。図
６では、画素２０を破線で囲み、特に絵素３０を太い破線で囲んで、図示している。図面
の煩雑を避けるため図６では３個の絵素３０についてのみ太い破線で囲んでいる。
【００５３】
　デルタ配列では、デルタ（Δ）形に配列された３個の画素２０によって１個の絵素３０
が構成される。例えば、１個の絵素３０は、１つの行の中で隣接する２色の画素２０と、
当該１つの行に隣接する行の中の１色の画素２０と、で構成される。上記２色の画素２０
と上記１色の画素２０とは、行方向に０．５画素分ずれて配置されており、これによりデ
ルタ形が形成される。デルタ配列では行方向に、上下反転の関係にあるデルタ形の絵素３
０が交互に並んでいる。デルタ配列を表示画全体として見た場合、行方向にはマトリクス
配列と同様にＲ、ＢおよびＧの画素２０が繰り返し並んでおり、隣接する行同士は１．５
画素分ずれている。
【００５４】
　液晶表示装置１０Ｃにおいても、共通電極１３０のスリットＳは、行方向に並んだ３個
の画素２０にわたって設けられている。また、当該３個の画素２０の配列において、スリ
ット端部ＳＥが存在しない中央にＢの画素２０が配置され、スリット端部ＳＥが存在する
両端にＲおよびＧの画素２０が配置されている。
【００５５】
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　ここで、上記の液晶表示装置１０，１０Ｂでは、スリットＳを共有する画素２０がその
まま１個の絵素３０内を構成する（図２および図５参照）。これに対して、デルタ配列の
液晶表示装置１０Ｃでは、行方向に並んだ３個の画素２０はスリットＳを共有するが１個
の絵素３０を構成しない（図６において太線で囲んだ３個の画素２０と太い破線で囲んだ
絵素３０とを参照）。すなわち、デルタ配列ではスリットＳは１個の絵素３０内に納まっ
てはいない。しかし、デルタ配列においても１個の絵素３０は、スリット端部ＳＥが存在
しないＢの画素２０と、スリット端部ＳＥが存在するＲおよびＧの画素２０とによって構
成されている。このため、液晶表示装置１０Ｃは、上記の液晶表示装置１０と同様の効果
を奏する。
【００５６】
　液晶表示装置１０Ｃのその他の構成は例えば上記液晶表示装置１０と同様に構成可能で
ある。また、デルタ配列の場合においても、画素２０の表示色は上記例示に限られるもの
ではない。
【００５７】
　図７に液晶表示装置１０Ｄを説明する平面図を示す。液晶表示装置１０Ｄでは、上記の
液晶表示装置１０と同様に画素２０がマトリクス配列され、上記の液晶表示装置１０Ｃと
同様にスリットＳを共有する画素２０は１個の絵素３０を構成していない（図７では絵素
３０を太い破線で囲んでいる）。図７に例示した液晶表示装置１０Ｄでは、Ｇの画素２０
が絵素３０の中央に位置し、ＢおよびＲの画素２０が絵素３０の端に位置している。液晶
表示装置１０Ｄの各絵素３０では、隣接するＢおよびＧの画素２０は、互いに連結したス
リットＳを有している。これに対して、液晶表示装置１０Ｄの各絵素３０では、Ｒの画素
２０のスリットＳは、その絵素３０内のＢおよびＧの画素２０には連結していない。Ｒの
画素２０のスリットＳは、隣接する絵素３０のＢおよびＧの画素２０に連結している。し
かし、液晶表示装置１０Ｄにおいても、１個の絵素３０は、スリット端部ＳＥが存在しな
いＢの画素２０と、スリット端部ＳＥが存在するＲおよびＧの画素２０とによって構成さ
れている。このため、液晶表示装置１０Ｄは、上記の液晶表示装置１０と同様の効果を奏
する。なお、ＲおよびＧの画素２０の位置を図７の例示とは逆にしてもよい。
【００５８】
　液晶表示装置１０Ｄのその他の構成は例えば上記液晶表示装置１０と同様に構成可能で
ある。また、画素２０の表示色は上記例示に限られるものではない。また、１個の絵素３
０を２色または４色以上の画素２０で構成することも可能である。
【００５９】
　なお、スリットＳの本数は図示の例示に限られるものではない。また、上記図面ではス
リットＳが行方向に平行に延伸する場合を例示したが、スリットＳは行方向に対して傾斜
した方向に延伸していてもよい。また、図面ではスリット端部ＳＥが角形の場合を例示し
たが、当該端部ＳＥは例えば丸まった形状であってもよい。また、図面ではスリットＳが
まっすぐに延伸する場合を例示したが、スリットＳは例えば、途中で屈曲した「へ」字型
であってもよいし、ジグザグ状に延伸していてもよいし、曲線的に延伸していてもよい。
また、上記ではスリットＳが行方向に延伸する場合を例示したが、列方向に各色の画素２
０が並んでいる場合にはスリットＳを列方向に延伸させてもよい。この場合、マトリクス
配列とデルタ配列とのいずれであっても、スリットＳを列方向に延伸させることは可能で
ある。

                                                                                
【００６０】
　また、上記では共通電極１３０が全ての画素２０にわたって設けられている場合を例示
したが、共通電極１３０はスリットＳを共有する画素群ごとまたは複数の画素群にわたっ
て設けてもよい。また、共通電位線ＣＯＭからの電位を共通電極１３０へ供給するパッド
電極１２０等（図３および図４参照）は、画素２０ごとに設けてもよいし、例えば共通電
極１３０ごとに設けてもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第１例を説明する平面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第１例を説明する平面図である。
【図３】図２の一部拡大図である。
【図４】図３中の４－４線における断面図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第２例を説明する平面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第３例を説明する平面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第４例を説明する平面図である。
【図８】従来のＦＦＳ方式の液晶表示装置を説明する平面図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１０，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ　液晶表示装置、２０　画素、３０　絵素、１２６　画
素電極、１２８　絶縁膜、１３０　共通電極、３００　液晶層、Ｓ　スリット。
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